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壁
の
戦
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「
中
国
詩
跡
事
典
」
植
木
久
行
編
（
研
文
出
版
） 

後
漢
末
の
建
安
五
年
（
二
〇
〇
）
、
官
渡
の
戦
い
で
で
袁
紹
を
破
り
、
華
北
を
制
し
た
魏
の
曹
操

は
、
天
下
統
一
の
野
望
を
果
た
す
べ
く
、
建
安
十
三
年
（
二
〇
八
）
、
八
十
万
と
号
す
る
水
軍
を
率

い
て
南
下
し
た
。
こ
の
空
前
の
大
軍
を
前
に
、
呉
の
孫
権
は
劉
備
と
軍
事
同
盟
を
結
び
、
三
十
四

歳
の
勇
将
周
瑜
に
呉
の
命
運
を
託
し
た
。
周
瑜
は
わ
ず
か
三
万
の
水
軍
を
率
い
、
赤
壁
で
曹
操
軍

と
遭
遇
す
る
。
戦
局
は
明
ら
か
に
不
利
で
あ
っ
た
が
、
敵
船
の
密
集
ぶ
り
に
気
が
付
い
た
老
將
黄

蓋
が
火
攻
め
の
戦
法
を
周
瑜
に
進
言
す
る
。
そ
し
て
黄
蓋
自
ら
投
降
を
よ
そ
お
い
、
油
を
か
け
た

薪
を
十
艘
の
船
に
積
み
こ
み
、
敵
船
に
近
づ
く
や
火
を
放
っ
た
。
燃
え
盛
る
船
は
、
折
か
ら
の
東

南
の
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
矢
の
よ
う
に
突
き
進
み
、
曹
操
の
水
軍
は
炎
の
渦
に
つ
つ
ま
れ
た
。
か

く
し
て
曹
操
の
野
望
は
打
ち
砕
か
れ
、
天
下
三
分
の
情
勢
が
定
ま
り
ゆ
く
。
劣
勢
で
あ
っ
た
周
瑜

が
赤
壁
の
戦
い
で
勝
利
を
収
め
え
た
の
は
、
折
よ
く
吹
い
た
東
南
の
風
の
お
陰
で
あ
っ
た
。 

赤

壁

古
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「
三
国
志
、
歴
史
紀
行
」
（
尚
交
社
ジ
ャ
パ
ン
） 

赤
壁
古
戦
場
の
正
確
な
地
点
は
後
世
の
解
釈
が
ま
ち
ま
ち
で
、
決
め
る
の
が
難
し
い
。
隋
、
唐
以

来
、
湖
北
省
内
の
長
江
と
漢
水
の
流
域
に
次
の
五
つ
の
赤
壁
が
出
現
し
て
い
る
。 

蒲
圻

ほ
き

、
黄
州
、
武
昌
、
漢
陽
、
漢
川 

ど
れ
が
本
当
の
古
戰
場
な
の
か
。
ま
ず
、
宋
代
の
蘇
軾
の
黄
州
赤
壁
説
が
あ
る
が
、
中
に
「
古
壘

西
邊
、
人
道
是
、
三
國
周
郎
赤
壁
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
「
人
道
是
」
と
あ
る
の
で
題
を
借
り
て

自
分
の
心
境
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
は
「
東
坡
赤
壁
」
と
か
「
文
の
赤
壁
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
漢
陽
、
漢
川
、
武
昌
の
赤
壁
は
史
書
の
記
載
と
あ
ま
り
符
合
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
も
な
い
事

は
明
ら
か
で
あ
る
。
史
料
に
あ
る
赤
壁
の
戦
い
の
地
形
や
戦
況
の
記
載
、
出
土
品
の
発
見
状
況
か
ら
、

当
時
の
蒲
圻
の
赤
壁
山
が
そ
う
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
「
蒲
圻
赤
壁
」
と
も

「
武
の
赤
壁
」
と
も
称
し
て
い
る
。 

蒲
圻
赤
壁
は
蒲
圻
市
の
西
北
約
四
十
キ
ロ
の
長
江
の
岸
に
あ
る
長
嶺
山
の
三
つ
の
隆
起
の
内
一

番
北
側
を
赤
壁
山
と
呼
ば
れ
、
そ
の
長
江
に
面
し
た
絶
壁
の
上
に
翼
江
亭
が
あ
る
。
こ
こ
は
呉
の
水

軍
を
指
揮
し
た
周
瑜
が
立
っ
て
い
た
場
所
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
北
岸
に
「
火
焼
烏
林
」
が
あ
り
、

曹
操
が
陣
を
置
い
て
い
た
。
烏
林
側
の
火
の
手
が
南
岸
の
石
の
壁
に
真
っ
赤
に
映
っ
た
の
で
「
赤
壁
」

と
い
う
名
が
付
い
た
。 
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赤
壁
歌
送
別 

 

李
白  

（
律
詩
の
首
聯
、
頷
聯
の
四
句
） 

二
龍
爭
戰
決
雌
雄  

二
龍 

争
戦
し 

雌
雄
を
決
す 

赤
壁
樓
船
掃
地
空  

赤
壁
の
楼
船 

地
を
掃
い
て
空
し 

烈
火
張
天
照
雲
海  

烈
火 

天
に
張
り
て 

雲
海
を
照
し 

周
瑜
於
此
破
曹
公  
周
瑜 

此
に
お
い
て 

曹
公
を
破
る 

《
通
釈
》
魏
の
曹
操
と
呉
の
孫
権
、
二
匹
の
龍
の
如
き
両
雄
が
、
雌
雄
を
決
す
べ
く
戦
い
に
臨
み
赤
壁

に
集
結
し
た
魏
の
楼
船
は
、
呉
軍
の
火
攻
め
に
か
か
り
一
掃
さ
れ
て
壊
滅
し
た
。
燃
え
盛
る
炎
は
天

空
に
み
な
ぎ
り
、
果
て
し
な
く
広
が
る
雲
を
紅
く
染
め
、
若
き
呉
の
指
揮
官
周
瑜
は
、
こ
の
地
で
曹

操
の
大
軍
を
打
ち
破
っ
た
の
だ
。 

 
 

 
 

（
中
国
詩
跡
事
典
よ
り
抄
出
） 

赤

壁  

杜
牧 

折
戟
沈
沙
鐵
未
銷  

折
戟

せ
つ
げ
き 

沙
に
沈
ん
で 

鉄
は
未
だ
銷

し
ょ
う

せ
ず 

自
將
磨
洗
認
前
朝  

自
ら
磨
洗

ま

せ

ん

を
将
っ
て 

前
朝
を
認
む 

東
風
不
與
周
郎
便  

東
風 

周
郎
が
与た

め

に
便 ベ

ん

な
ら
ず
ん
ば 

銅
雀
春
深
鎖
二
喬  

銅
雀 

春
深
う
し
て 

二
喬
を
鎖 と

ざ

せ
し
な
ら
ん 

《
語
釈
》
赤
壁‥

黄
州
西
南
に
あ
る
「
文
赤
壁
」「
東
坡
赤
壁
」
で
、
蒲
圻
の
古
戰
場
よ
り
や
や
下
流

に
あ
る
。
銅
雀‥

魏
の
曹
操
が
都
の
鄴
（
河
北
省
臨
漳
）
に
建
て
た
台
。
二
喬‥

荊
州
喬
玄
の
二
人

の
娘
。
美
人
姉
妹
で
、
姉
の
「
大
喬
」
は
呉
の
孫
策
に
嫁
ぎ
、
妹
の
「
小
喬
」
は
周
瑜
の
妻
と
な
っ

た
。
音
楽
好
き
で
色
好
み
の
曹
操
が
こ
の
二
人
の
美
女
を
手
に
入
れ
る
為
、
呉
を
攻
略
し
た
と
「
三

国
志
演
義
」
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
史
実
で
は
な
い
。 

《
通
釈
》
折
れ
た
戟
が
岸
の
砂
に
う
ず
も
れ
て
、
そ
の
鉄
は
ま
だ
錆
び
て
い
な
い
。
そ
れ
を
水
で
洗

っ
て
磨
く
と
、
こ
れ
は
三
国
時
代
の
こ
ろ
の
物
だ
と
分
か
っ
た
。
東
風
が
も
し
呉
の
周
瑜
の
為
に
味

方
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
姉
妹
は
曹
操
に
捕
え
ら
れ
、
春
深
い
頃
、
銅
雀
台
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
た
だ
ろ
う
。  

 
 

 
 

 

（
杜
牧
一
〇
〇
選
よ
り
抄
出
） 

 

「周瑜像」蒲圻 
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「武の赤壁」蒲圻
ほ き

 

「文の赤壁」黄岡 

 

二つの赤壁の位置 


